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序章 

第１節 計画作成の背景と目的 

福井市は、県下最大の平野である福井平野のほぼ中央に位置し、高須
た か す

山
やま

や国見
く に み

岳
だ け

、剣ヶ岳
け ん がた け

、

飯降山
い ふ りや ま

などの越前中央山地ならびに越前海岸に囲まれた自然豊かな街です。さらに、古代よ

り本市は海上ならびに陸上交通の要衝として栄え、現在も県庁所在地、中核市として県内の

政治経済の中心地となっています。 

さて、本市の人口は、高度成長期の 1970 年代に 20 万人を超え、平成 7 年(1995)の 27 万

3 千人をピークに平成 17 年(2005)は 26 万 9 千人に減少し、平成 18 年(2006)の市町村合併

により 27万 1千人に増加したものの、令和 7年(2025)8 月現在、25万 2 千人となっていま

す。将来予測では、25 年後の令和 32 年(2050)には 21 万 4 千人まで減少する見通しとなっ

ています。このため、年齢構成の偏り、担い手不足による地域活力の低下など、生活のさま

ざまな場面での影響が懸念されています。このことは、本市の文化財保護の取組みにも影響

しており、文化財の保存、継承が困難になっています。 

この状況を踏まえ本市は、文化庁の『文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財

保存活用計画作成等に関する指針』(令和 7 年(2025)3 月改訂)および福井県教育委員会の

『福井県文化財保存活用大綱』(令和 2年(2020)3 月)に基づき、豊かな歴史・文化を物語る

全ての文化財について保存し、次代に継承できるよう『福井市文化財保存活用地域計画』(以

下、『地域計画』)を作成しました。 

 

第２節 計画期間 

地域計画は、本市の最上位計画で長期的・総合的な市政運営の指針である『第八次福井

市総合計画』(令和 4年度(2022 年度)から令和 8年度(2026 年度))(以下、『総合計画』)と整

合を図り、計画期間を定めました。 

今回作成する地域計画の計画期間は、令和 8年度(2026 年度)から 13年度(2031 年度)の 6

年間です。本市にとってこの期間は、第八次総合計画の最終年(令和 8年度(2026 年度)）か

ら第九次総合計画(令和9年度(2027年度)から13年度(2031年度))の6年間にあたります。

これ以降は計画期間を 10年とします。 

上位計画である総合計画が 5 年ごとに見直すことにより、地域計画と不整合が生じた場

合や、社会的状況等の変化、文化財をめぐる環境状況、また計画に掲げた事業の進捗状況等

を踏まえ、必要に応じて見直します。 

ただし、計画期間内においても「計画期間の変更」、「市町村の区域内に存する文化財の

保存に影響を及ぼすおそれのある変更」、「地域計画の実施に支障が生じるおそれのある変

更」が生じた場合には、文化庁と協議のうえ、文化庁長官の認定を受けます。また、それ以

外の軽微な変更が生じた場合には、その内容について、福井県および文化庁へ情報提供しま

す。 
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第３節 地域計画の位置づけ 

地域計画は、文化庁が平成 31 年(2019)4 月に改正施行した文化財保護法や、令和 7 年

(2025)3 月に改訂した『文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財保存活用地域計

画作成等に関する指針』、令和 2 年(2020)3 月に福井県が作成した『福井県文化財保存活用

大綱』や本市の『総合計画』、『福井市教育に関する大綱』など関係する諸計画とも整合性を

図りながら作成しました。 

地域計画は、総合計画に掲げた本市の将来都市像と重点方針に基づき、文化財の保存・活

用施策の展開に向けた基本的な考え方を示します。また、全庁的な文化財の保存・活用への

取組みとすべく、本市各部局が作成した関連計画と関係施策が文化財の保存・活用に資する

ことができるよう、連携・支援の役割を担うものとします。さらに、持続可能な開発目標で

あるＳＤＧｓの達成に向けて取組みます。 

主な上位計画・関連計画の概要は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈文化財に関する法制度〉 

【文化財保護法】(文化庁) 昭和 25 年(1950)5 月制定 

文化財保護法は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資

するとともに、世界文化の進歩に貢献することを目的としています。 

近年の過疎化・少子高齢化等を背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であり、

未指定文化財を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで文化財の継

承に取組んでいくことが必要です。このため、平成 31 年(2019)4 月に施行された改正法で

は、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進や、地方文化財保護行政の推進力の強

図序-１ 文化財保存活用地域計画の位置づけ 
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化が図られました。改正により、(１)都道府県による文化財保存活用大綱の策定、(２)市町

村による文化財保存活用地域計画の作成および文化庁による認定、(３)市町村による文化

財保存活用支援団体の指定、(４)所有者等による文化財保存活用計画の作成および文化庁

長官による認定等が新たに制度化されました。 

 

【福井県文化財保存活用大綱】(福井県) 令和 2年(2020)3 月作成 

文化財保護法の改正を受け、県や市町、県民等、地域全体で連携・協力しながら文化財の

保存・活用に関する指針として作成されました。「『魅力ある福井の文化財』を未来につなぎ、

愛着と誇りある郷土を目指して」を基本理念として、文化財に対する県民の関心や理解を深

め、福井県の文化財を適切に保存・活用し、文化財保護行政が円滑に推進されることを目指

しています。 

 

【福井市文化財保護条例】 昭和 44年(1969)8 月 1 日施行 平成 18 年(2006)2 月 1 日改正 

文化財保護法および福井県文化財保護条例の規定に基づき指定を受けた文化財以外の文

化財で、市内に存するもののうち、市にとって重要なものについて、市による指定や保存お

よび活用のため必要な措置を講じ、もって市民の文化の向上に資するとともに郷土文化の

進歩に貢献することを目的としています。 

 

〈上位計画〉 

【第八次福井市総合計画】 令和 4年 (2022)4 月作成 

計画期間：令和 4 年度(2022 年度)から令和 8年度(2026 年度) 

福井市総合計画は、まちづくりの目標と方向を示した本市の最上位計画であり、市民や各

種団体等が主体的にまちづくりに取組む上での指針であるとともに、国や県等との連携を

図ることを目指しています。 

 

〈関連計画〉 

【福井市教育に関する大綱】 令和 4年 (2022)1 月作成 

計画期間：令和 4 年度(2022 年度)から令和 8年度(2026 年度) 

本市の子どもから高齢者まですべての市民が多様な学習やスポーツに取組めるよう生き

がいを持って暮らすことのできる環境整備や、市民の文化芸術活動を支援し、心豊かな活力

ある地域づくりのために文化芸術の振興を図るとともに、郷土の歴史や文化遺産、自然を将

来に残し、福井の誇りとして活用し、総合計画の将来都市像を実現することを目指していま

す。 

 

【第 3期福井市教育振興基本計画】 令和 4年(2022)1 月作成 

計画期間：令和 4 年度(2022 年度)から令和 8年度(2026 年度) 

福井市教育振興基本計画は、『福井市教育に関する大綱』において示された基本理念、政

策分野および方針に沿って、具体的な施策を進めるための行動計画を 10の方針で示したも

のです。福井への誇りや愛着が持てるふるさと教育の充実を図るとともに郷土の歴史や文

化遺産を保存・継承し、福井の誇りとして活用することを目指しています。 
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【福井市都市計画マスタープラン】 平成 12 年(2000)3 月作成 

計画期間：平成 22年度(2010 年度)～令和 12年度(2030 年度) 

社会情勢や地域的特性を踏まえ、本市の都市計画に関する目標や基本方針を示すことで、

暮らしの豊かさを実感できる「歩きたくなる」まちを実現させることを目的としています。

固有の歴史や文化、暮らしや営みなどが育んだ「福井らしい景観」などの地域が持つ自然や

歴史、文化といった資源を積極的に活用し、個性的で住みたくなるまちづくり、交流や連携

を育む自然や歴史、健康の拠点づくりを目指しています。令和8年(2026)3月に改訂します。 

 

【福井市デジタル田園都市構想総合戦略】 令和 6年(2024)2 月作成 

計画期間：令和 5 年度(2023 年度)から令和 9年度(2027 年度) 

本市の直面する人口の減少と地域経済の縮小に歯止めをかけることを目的に作成した総

合戦略です。デジタル技術の活用によって地域の個性を活かしながら、魅力向上のブレーク

スルーをとおした地方活性化の加速や地方の社会課題の解決を目指しています。 

 

【福井市景観基本計画】 平成 20年(2008)3 月作成 平成 31 年(2019)1 月変更 

福井らしい景観(美しい自然に歴史・文化が溶け込んでいる、日本の原風景が感じられる

景観)を守り、世界に誇れる美しい福井を創り、市民とともに創り・育てていくことを目的

としています。歴史的、文化的景観については保全・継承し、地域固有の歴史・文化的景観

との共生を目指しています。 

 

【福井市観光振興計画】 令和 2年(2020)3 月作成 

計画期間：令和 2 年度(2020 年度)から令和 7年度(2025 年度) 

市民が人や歴史文化、自然、食等を知ることで福井の誇りや自信を醸成するとともに、お

もてなしの充実・強化を図り、観光客が福井らしさを感じることができる観光振興を目指し

ています。 

 

第４節 地域計画における文化財の定義 

文化財保護法は文化財を「我が国や地域の歴史、文化等の正しい理解のために欠くことの

できないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすもの」としています。この

文化財保護法で定義する文化財は、有形文化財・無形文化財・民俗文化財・記念物・文化的

景観・伝統的建造物群の６類型です。このほかに、埋蔵文化財と文化財の保存技術を保護の

対象としています。 

法は、国や地域の歴史文化特有のもののなかで、重要性や地域性に応じて、国や県および

市町村が後世に残すべき価値があると認めたものを指定等文化財、一方、その価値を学術的

に明らかにできていないため、指定されず、保護の措置が講じられていないものを未指定文

化財と呼びます。本市にも、地域に深く結びつき、大切に守られてきたものや、暮らし、自

然等に関わる未指定文化財が数多くあります。 

地域計画では、指定等文化財と未指定文化財を含めた「文化財」、およびこれ以外の 6類

型の文化財、埋蔵文化財、文化財の保存技術に当てはまらない、地元に残る伝承・伝承地、

町名・地名、ふるさとを代表する人物の事績や逸話、眺望、方言等の歴史・文化・自然的要

素を対象とします。 



5 

地域計画作成にあたって、文化財保護法が定めるもの以外の集計は、本市が平成 7 年

(1995)から実施した「うらがまちづくり推進事業」で、各公民館が地区の特色であり、残し

ていきたいと願う「地区のお宝」を調査したデータや、地域計画作成のために実施したアン

ケート調査、ワークショップで、市民が残していきたいと回答した「福井の文化」などを基

礎にしています。 

これらの文化財とそれ以外のものを、先人が伝え、育んできた福井を特徴づける歴史、文

化、自然、風土、自然、景観等の構成要素ととらえ、福井を形成してきた“ふくいを彩る”

「文化資源」と定義しました。今後、これらは行政をはじめ民間団体や市民がまちづくり、

賑わいづくり、観光等の事業に利活用できる素材だと考えます。言い換えると、今までの法

の概念で定義される指定等文化財と未指定文化財に、福井を特徴づけるモノ、コトを加える

ことで、福井の彩りが生まれ、それを守り、利活用することで市民の生活が豊かになること

が地域計画の目指すところだと考えます。 

図序-２ 地域計画の対象とする文化資源 
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図序-３ 文化資源の分類 
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第１章 福井市の概要 

第１節 自然環境 

１．位置 

福井市は、福井県嶺北のほぼ中央に位置し、東西 56 ㎞、南北 28㎞におよんでおり、面積

は 536.37 ㎢です。西は日本海に接し、海岸線は 52 ㎞におよびます。北は坂井市、永平寺

町、東は勝山市、大野市、南は池田町、鯖江市、越前町に接しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地形・地質 

本市の中心にある福井平野は、東、南、西の三方を山に囲まれています。この平野は九頭

竜川、足羽川、日野川等の河川の堆積作用によって作られたため、平野部から急に山が立ち

上がる景観を呈しています。また、市域に高山はなく、最高点は飯降山
い ふ りや ま

の 884ｍです。 

地質は、新第三紀初期(2,300 万年前～1,600 万年前)の激しい火山活動によってグリーン

タフ(緑色凝灰岩)が形成され、丹生
に ゅ う

山地
さ ん ち

、越前中央山地等に広く分布しています。このうち、

足羽山で産出するものは「笏
しゃく

谷
だに

石
いし

」と呼び、古墳時代から様々な用途に使われてきました。

笏谷石は平成 28 年(2016)に日本地質学会により「福井の石」に選ばれ、笏谷石を用いた文

化は、令和元年(2019)5 月に、日本遺産「400 年の歴史の扉を開ける旅～石から読み解く中

世・近世のまちづくり 越前・福井～」として認定されています。 

  

図１-１ 福井市域図 
(国土数値情報(行政区域・水域データ、基盤地図情報(数値標高モデルデータ)を加工して作成) 
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３．水系 

市域の平野部には、東から流れ込む九頭竜川、足羽川、南からの日野川の 3河川およびそ

の支流があります。 

九頭竜川は県下最大の川で、岐阜県との境界である油坂
あぶらざか

峠
とうげ

付近に源を発し、大野市から、

永平寺町を流れ、福井平野に流出し扇状地を形成しています。足羽川は池田町の冠山に源を

発し、山間部を抜けて福井平野に流れ出ます。日野川は本県、滋賀県、岐阜県境の三国岳付

近に源を発し、越前市、鯖江市を北流します。この 3河川は中心市街地の北北西で合流し、

坂井市三国町で日本海に注いでいます。 

 

４．気候 

市域は冬季に曇りや雪または雨の日が多い日本海側の気候に属します。山沿いは福井平

野に比べ雪深い地域となります。最大積雪深は、１ｍを超えることもあります。 

平成27年(2015)から令和6年(2024)の10年間の平均気温は15.5℃、平均湿度は76.0％、

年間日照時間の平均は 1,792 時間です。年間降水量の平均は 2,434.7 ㎜と多降水量地域に

属しています。降水量が多いのは、梅雨と台風や秋雨前線の影響が大きい 7～9月、雪や雨

の日が多い 12月～1 月です。 

  

図１-２ 福井市地質図 
(国土数値情報(20 万分の 1 土地分類基本調査表層地質図(平面的分類図))を加工して作成) 
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５．植生・動物相 

本市の植生は常緑広葉樹林帯(ヤブツバキやシイ等)から暖温帯落葉樹林帯(コナラやシ

デ類等)への移行地域となっています。いわゆる里山には、スギ・ヒノキ人工林やアカマツ、

クリ、コナラ、ミズナラ等の優占する森林が目立ちます。 

丹生山地と越前中央山地では共通して常緑広葉樹林帯のユキグニミツバツツジ-コナラ

群集、スギ・ヒノキ・サワラ植林がみられます。 

動物相は本州で一般的にみられる種類で構成されています。日本海沿岸部の海洋動物は、

南からの温かい対馬海流と北からの冷たいリマン海流とがぶつかり、潮の流れによって温

暖な海に多いシイラやブリ、寒海性魚類のタラなどが混在しています。 

 

 

 

  

図１-４ 福井市植生図 
(「第６・７回自然環境保全基礎調査植生調査報告書」(環境省生物多様性センター)を加工して作成) 
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図１-３ 福井市の降水量・平均気温 

(気象庁 福井 2015～2024 年(月ごとの値)を加工して作成) 



10 

38,685 38,755 36,314 34,838 33,164 29,875 26,709 24,588 24,007 23,242 22,140 

172,947 174,618 
164,578 156,847 152,287 

145,841 140,845 134,570 124,010 115,762 109,443 

57,512 58,044 
65,904 74,219 76,877 

77,217 
78,453 

79,412 
82,472 

83,108 
82,129 

269,144 271,417 266,796 265,904 262,328 
252,933 

246,007 
238,570 

230,489 
222,112 

213,712 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

平成17年

(2005)

平成18年

(2006)

平成22年

(2010)

平成27年

(2015)

令和2年

(2020)

令和7年

(2025)

令和12年

(2030)

令和17年

(2035)

令和22年

(2040)

令和27年

(2045)

令和32年

(2050)

(人)

(年)

0～14歳 15～64歳 65歳以上 総数

実測値 推計値

第２節 社会的環境 

１．人口 

本市の人口は、平成 18年(2006)2 月の越廼村、清水町、美山町の合併により、17,396 人

増加し、271,417 人となりました。この市町合併以降、人口減少が続き、令和 5年(2023)ま

での 17 年間で 15,157 人減少し、256,260 人となりました。 

令和 7年(2025)8 月現在 252,572 人です。国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域

別将来推計人口」(令和 5 年(2023)時点)では、令和 32 年(2050)に 22 万人を下回ると予測

されています。特に、年少人口や生産年齢人口の県外転出が顕著であり、人口における年齢

構成バランスが偏っています。これにより、労働力の減少に伴う経済活動の停滞や、地域活

力の低下、市税収入の減少や社会保障費の増大といった経済、生活、財政等への影響はもと

より、地域社会の担い手や後継者の不足が懸念されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．産業 

農業は平野部での稲作が中心ですが、近年は、木田ちそ、新保ナス等の伝統野菜や六条大

麦、ソバ、市東部の山間地の美山地区では、焼き畑による赤カブラの生産に力を入れていま

す。 

林業は、スギ等の植林が多く、美山地区では重要な産業になっています。水産業は、定置

網漁をはじめ沿岸漁業が中心です。 

製造業は、江戸時代から絹織物の生産が盛んで、明治時代以降、繊維産業で培った高い技

術力によって、本県を代表する「羽二重」が生み出され、織物王国となりました。現在も、

本市の製造業における従業者・事業所数および製造品出荷額は繊維工業が最も多くなって

います。 

伝統産業は、越前和蝋燭、銀杏材木工品、越前水引工芸、万司天神掛軸、越前洋傘、福井

三味線、越前菅笠等の工芸品が「福井県郷土工芸品」に指定されています。 

図１-５ 福井市の人口推移 
(実測値のうち、平成 18 年(2006)は福井市統計、平成 17 年(2005)・平成 22 年(2010)・平成 27 年(2015)

は「国勢調査結果」(総務省統計局)、推計値は「日本の地域別将来推計人口(令和 5(2023)年推計)」(国

立社会保障・人口問題研究所)を加工して作成) 




